
２０１１年度講義要項 早稲田大学大学院公共経営研究科

科目名 NPM

担当者 稲継裕昭

配当学期 秋学期

単位 ２単位

授業概要 この授業では、1980 年代以降，ＯＥＣＤ諸国において展開した類似の行政諸

改革（いわゆるニュー・パブリック・マネジメント：NPM）について，その概

念をまずとらまえたうえで、改革がある程度進んだ各国における具体的展開

過程をみる。その上で、日本の状況について考えることとする。NPM について

は、必ずしも論者によるコンセンサスが存在するとはいえない状況にある。

そこで、ＮＰＭ推進論者とＮＰＭ批判者との議論を対比した考察も行う。

この授業は、NPM で論じられる個別のツールの解説や、NPM 実践活動の唱導を

行うものではない。むしろ、そのムーブメントについて、冷静に分析する知

識と能力を身につけることを目的としている。

授業の

到達目標

NPM についての基礎的な理解、分析能力の育成

授業計画 (1)Induction Seminar

(2)NPM の概念１

(3)NPM の概念２

(4)NPM の概念３

(5)NZ における展開

(6)英国における展開１

(7)英国における展開２

(8)日本における展開１

(9)NPM の国際比較

(10)プロジェクト期間

(11)NPM 批判１

(12)NPM 批判２

(13)NPM 批判３

(14)Discussion

(15)予備日
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